
シェーリ ン グブリッジの術造は，標準 コンデ ンサ・検流計・

ブリッ ジ本体および電源装置等であ る 。

凶 3 逆 γ ェーリ ング ブ リ ッジ持続 |刈
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ゅうどうぼうし 誘導防止 (電気鉄道の 1 '11.相交流電気

鉄道のき電回路は，交流変電所から 1 線を従 '1':線に帰路をレ ー

ル として電気車に供給する。 したが っ て州電流の大半は大地に

漏えいする よ . う な構成にな っ ている。 こ の ように l 線接地の同

路のため， 電車線に近接した通信線その他に静.'UJおよび電

磁跨導によ る大きい危険電圧 と雑音電げがE誘起きれる。国際電

信電話諮問委員会 (CCITT ) による と ， 危険電FE。の制限値は平

常時 60V，き電系統の短絡事依時は 430 V であり，雑背電圧の

許容fi(lは ケープル liíl線で lmV，裸[î; 1 1五~ 2. 5 mV である 。 また受

話術に !Aéれる誘符\Ii:流のエネルギーが 0. 01 ジュー ノレを越える

ときは . 71響曲l犠の危険が伴うので， これ らの通信誘噂障害に

対して防止対策を随さなければな ら ない。

l 静電必i尊の防 l 卜

静電誘導は， き電線と通信線が近距離政近する場合は非常に

大き く ， 稜々の世苦労を '1 ずるが ， i'I'雌が大きくな ると と もに急激

に小さ くな る 。 繰戸l線の場合 ， '，[1ft斜! との水平均t隔flr:圏在が 30m

以遠では 300V 以 F !: なりほ とんどn:1組はなく なる (関与 1) 。

国一 l 静電，語，車電川 Vs と 離隔距離 b の|則係 (例)

国鉄通信線は水平離隔距離か約 10m で， 電車線に併行するの

で， これを地下ケ ー プルに変更し，ケーブル しゃへい隔を接地

ゅうどうぼう

することにより静電誘導は防止できる。

2 電磁誘導

電磁誘導は影響範闘が広く，その対策も容易でないので静電

誘導よりも問題は大きい。図 2 のように電車線とレー んだけの

回路による電磁誘君事電圧は， 電車線電流 1 7 ンベ7 ・キロメ ー

トル当りの電磁誘帯電圧の一例を示したものである 。 普通電気

車は 100A 程度が流れるので， キロメートノレ当 り約 100 倍，併

行距離が延びれば比例的に電磁誘導電圧も増加する。また電車

線等の地絡事故時には， 1, 000-1 , 500A の事故電流が流れるた

め， 相当の電磁誘噂電圧 と なる。 これらの対策 と して，次の防

止方法がある。

凶 2 電6厳桂弘e訴誘導電1円π1主: Vm と 離隔E距巨離 M と 大地導電率 σ の閲係(例)
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川電磁しゃへいケ ー プル

静電誘導はケ ー ブノレ鉛慢で完全にしゃへいされる。しかし電

磁誘導に対しては，ほ と んどしゃへいの効果はない。この効果

を上げるため，ケ ープルしゃへい層の自己インダクタ '/7. をで

きるだけ大き く するため，その外層に鉄テープ ・ 銅テ ープを巻

き ， さらに鋪裕外装を施したもの，最近ではアルミ 被鋼幣外装

ケー プルが使用されるよ うにな ったが，しゃへい係数を得るに

は，しゃへい層(鋼格外装も含む。)の接地抵抗が非常に重要で

あり，各駅配線mの箇所で 5 D.以下に接地を行なう 。 この場合

において， しゃへい係数は 0.6 以下となる 。

(2) 誘導軽減機務

さきに述べた'I1I~話しゃへいケープルを用いても，しゃへい係

数は 0.6 以下であり，必要により絶縁線輸・中和線鎗・ろ波排

涜自鹿嶋によ っ て誘噂電圧の軽減を行なう。

ア絶縁線給

通信悶線の豆長 10 - 15km ごとに絶縁線輸をそ う入 し ， 電E詰

誘導電圧の累加を防ぐ方法で. 磁石電話悶線に適用きれる

(凶-3) 。

イ 中豹l線輪

通信!司線終端の交換機入力に接続し，誘導電圧に対して高い

イ ンピ ー ダンスを 与え，通話電流に対して損失を極力少なくし

た線輪で交換機お よ び通信線の平衡度改善，誘導電圧の軽減を

行な号 方法で IÏ 動 ・ 共篭電話回路に適用される (図ー4) 。

ウ ろ波排流線輸

直流符号 を{ぷ土きする同線にそう入して，基本波および 3 倍調

波のみ大地に排流 して誘導電圧を軽減する方法で，印刷電信回

線 ・ 変電所遠隔制御同線等に適用される。

(3) 吸 j-.変圧総

起誘導側の対策と して吸上変圧怒お よ び負き電線と吸上線に

よる方法を用いる 。 この 目的は uー ルから大地への漏えい電流


